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I  

□ 概 要 

ＭＰ／ＭＰＴ－１９０ＦＡは、４個の印字ソレノイドを横二列に配置したシリアルドットマトリックス方式の

プリンタです。 

内部には ＡＮＫ１６０文字を内蔵し、外字及びグラフィック等のイメージによる印字を行える低ランニング 

コストのジャーナルプリンタです。 

 

 

□ 特 長 

１．２．５ライン／sの高速印字 

２．ＡＮＫ１６０文字（５×７ドット）及び 拡張グラフィックス２２７文字（５×７ドット）の印字 

３．外字及びグラフィックデータの印字 

４．弊社製品 ＭＰ－１９０／ＭＰＴ－１９０の互換機として使用可能 

 

 

□ 仕 様 

１．印字方式 シリアルドットマトリックス（印字ソレノイド８個） 

２．ドット総数 １４４ドット 

３．印字速度 ５×７フォント＋行間２ドットスペースの場合 

 ２．５ ライン／s 

４．紙送り速度 ５ ライン／s 

５．印字桁数 ５×７ドットマトリックス、桁間１ドットスペース 

 ２４桁 

６．文字寸法 ５×７ドットマトリックス 

 幅 １．６㎜ × 高さ ２．４㎜ 

７．信頼性  

印字機構部 MCBF １５０万行 

８．記録紙 普通紙 

紙幅 ５７．５±０．５㎜ 

ロール紙外径 φ５０㎜ 

長さ ２２ｍ 

巻心内径 φ１２±０．２㎜ 

巻心外形 φ１８±０．２㎜ 

紙厚 ０．０６～０．０８５㎜ 

坪量 ５２．３～６４g／㎡ 

弊社品番 ＮＲ－５８２ 
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９．インキング リボンカセット方式（品番 ＩＲ－９１Ｂ）（黒） 寿命：２０万字 

10．動作環境  
温度 ０～５０℃ 
湿度 ４０℃相対湿度９０％にて１２ 時間 

11．電源(注2) （ ）内の数値は印字率を示す。 
仕様 MP-190FA MP-190FA-3 MP-190FA-5 
  MPT-190FA-3 MP-190FA-1(XX)5 
   MPT-190FA-5 
入力電圧 DC5V±0.25V DC18V～36V AC85～132V (注1) 
平均電流 約 740mA (25%) 約 200mA (25%) 約 76mA (25%) 
ピーク電流 3A (100%) 1.5A (100%) 1.1A (100%) 
待機時電流 約 140mA 約 68mA 約 24mA 

12．質量 MP  約345g 
MPT 約845g 

MP  約535g 
MPT 約825g 

MP  約595g 
MPT 約1035g 

13．スイッチの状態 待機時・・・消灯 

（注1） 型式末尾-6としてAC85～264V仕様の製品があります。型式末尾-6使用の場合当取説のAC85～
132VをAC85～264Vに置き換えて読んでください。また125V以上で使用される場合、あるいは国

外での使用時には使用国に応じた電源プラグを取り付けてください。 
（注2） 旧製品とは値が異なりますのでご注意ください。 

□旧製品の電源値について を参照ください。 
 
 
□ ご用意される電源について 

１．MP-190FA 
前項１１ 電源の突入電流は起動時０Ｖから入力される場合のもので、 
ご用意される電源により異なる場合があります。 
＋５Ｖ入力端に２２００μFのコンデンサが接続されています。 
コンデンサの影響を受けることなく０．５秒以内に起動する電源をご用意

ください。 
 

２．MP-190FA-3／MPT-190FA-3 
前項１１ 電源の突入電流は起動時０Ｖから入力される場合のもので、 
ご用意される電源により異なる場合があります。 
突入電流に耐え、０．５秒以内に起動する電源をご用意ください。 

 

３．MP-190FA-5／MP-190FA-1(XX)5／MPT-190FA-5 
電源ラインに、スイッチ，ヒューズを設ける場合は突入電流に耐えるものをご用意願います。 
通常、各電力会社からのＡＣ電源を使用していただきますが、ＵＰＳ等の機器からＡＣ電源を供給される

場合、規定の電圧，周波数のもとでご使用ください。 
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□ 文字種類 

１．ページ１ ＪＩＳ１６０文字 

２．ページ０ 拡張グラフィック ２２７文字 

３．ページ０，１共通 外字 ８文字 

 

 

□ 付属品 

１．ロールシャフト（Ｓ－１１） ································································ １本 

２．インクリボン（ＩＲ－９１Ｂ） ····························································· １個 

３．ロール紙（ＮＲ－５８２） ··································································· １巻 

４．取扱説明書（本書） ············································································ １部 

５．操作説明書 ······················································································· １部 

６．ＭＰ専用付属品 

インターフェースケーブル（１ｍ，ＸＧ４Ｍ－２６３０－Ｔ） ··················· １本 

電源ケーブル（電源付の場合のみ） 

 ＡＣ１００Ｖ １．５ｍ（アース線 １ｍ） ＶＨＲ－３Ｎ ··········· １本 

 ＤＣ２４Ｖ １ｍ ＶＨＲ－２Ｎ ··········· １本 

取付金具（取付ビス２個含む） ··························································· １式 

７．ＭＰＴ専用付属品 

インターフェースコネクタ（XM3A-2521:ｺﾈｸﾀ XM2S-2511:ﾌｰﾄﾞ） ············ １個 

電源ケーブル（ＤＣ電源仕様の場合のみ １ｍ，ＶＨＲ－２Ｎ） ················· １本 

 

 

□ オプション（別売り） 

ＭＰＴ専用のインターフェースケーブルをご用意しております。 

シリアルインターフェースケーブル CB-1578（Dsub 9×25 2.0m） 

パラレルインターフェースケーブル CB-1581（Dsub 25×25 1.5m） 

 

 

□ 印字見本 

 

ＡＮＫ５×７ 

ＡＮＫ５×７横倍幅 

ＡＮＫ５×７縦倍幅 

ＡＮＫ５×７４倍角 

 

 

 

外字登録による印字 

外字の倍角印字 
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□ 設置について 

１．高温、多湿での環境下での使用は特に注意してください。 

温度と湿度の関係は下図を参照してください。 

0

0

5 40 50
温度℃

湿
度
％

90

50

40℃65％

50℃35％
動作保証温湿度範囲

10

34℃90％

 

２．本機には、本機には永久磁石（モータ部）、電磁石が使用されているため、鉄粉、ゴミ、ほこりの多い 

場所での使用は避けること。 

 

 

□ 使用上の注意事項 

１．メカ部の主な板金部（プレス部）は メッキ鋼板を使用している為、端面に多少の錆が発生する場合が 

あります。 

２．長期間使用しない場合は、記録紙をプリンタより取り除くこと。 

記録紙を装着した状態でプリンタを長期間使用せず放置した場合、記録紙の変色、汚れが発生することが

あります。 

３．製品に振動が加わる場所での使用はご相談ください。微弱な振動でも長時間加わると直接的な障害の他に 

二次的障害により予想外の不具合が発生する場合があります。 

 

 

□ 禁止事項 

１．記録紙が装着されていない状態、リボンカセットが装着されていない状態での印字を禁止する。 

２．記録紙の紙送り逆方向への引き抜きを禁止する。 

３．結露状態での使用は行ってはならない。もし結露した場合は、結露がなくなるまでプリンタに通電しな 

いこと。 

４．記録紙及びプラテンに異物などの付着のないこと。 

 

 

□ 保証期間と修理対象期間について 

１．当プリンタの保証期間は、出荷後６ヶ月間とします。 

２．保証期間を過ぎたもの 及び 保証期間内でユーザー側責任（使用範囲を越えた使用並び使用中の落下など 

による破損、天災など）による故障については保証外とします。 

３．保証期間内においても寿命を越える使用による故障は保証外とします。 

４．修理対象期間は製造中止後５年間とします。 

５．メカニズム等の一部部品については、保全を前提としていないためユニットごと交換する場合があります 

のでご了承ください。 

６．本装置の運用を理由とする損失、逸失利益等の請求については、いかなる責任も負いかねますので、予め 

ご了承ください。 
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□ ご使用になる前に 

お買い上げいただきましたプリンタを使用するには、当取扱説明書に従い 

各信号の内容を確認 

各信号をホスト側と結線する 

使用するタイプを選択（ディップスイッチの設定） 

制御コマンドを確認しながら動作プログラムの開発 

開発終了後の実際の使用環境下での動作テスト 

の順で行うことになります。 

当取扱説明書には、パネルタイプのＭＰと、デスクトップタイプのＭＰＴの両機種の内容が記載されています。 

信号名や信号内容は同じですが、信号及び電源コネクタに違いがありますので接続には各機種の 

□ コネクタ表、□ 結線 の項を確認して行ってください。 

 

また、旧製品とメカニズムが異なります。 

1 ドットライン当たりの紙送り量の値が小さくなるので行間が狭くなります。 

 

それでは、次ページの □ 各信号の説明 をお読みください。 
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□ 各信号の説明 

当取扱説明書に記載される各入出力の“ＨＩＧＨ”、“ＬＯＷ”レベルは 

ＨＣ－ＭＯＳレベル “ＨＩＧＨ”レベル：ＨＣ－ＭＯＳ規格での論理１（通常５Ｖを示す） 

“ＬＯＷ”レベル ：ＨＣ－ＭＯＳ規格での論理０（通常０Ｖを示す） 

ＲＳ－２３２Ｃ規格 “ＨＩＧＨ”レベル：ＲＳ－２３２Ｃ規格での＋側電圧範囲 

“ＬＯＷ”レベル ：ＲＳ－２３２Ｃ規格での－側電圧範囲 

を示します。 

 

１．データ入出力端子（セントロニクス準拠 ＨＣ－ＭＯＳレベル） 

1)ＤＡＴＡ０～ＤＡＴＡ７ 

８ビットパラレルデータの受信端子です。 

これらの端子はパラレルデータ受信時において、ＢＵＳＹ信号が“ＬＯＷ”レベルを出力している

場合にＳＴＲＢ端子が“ＬＯＷ”レベルになったことを確認してデータ入力を行います。 

この時、データの読み取りタイミングとしてＡＣＫ端子に“ＬＯＷ”レベルを出力します。 

2)ＳＴＲＢ 

ホスト側からデータセット信号を入力する端子です。 

プリンタがこの端子の信号レベルを検出するのは、ＢＵＳＹ信号が“ＬＯＷ”レベルの時です。 

ＳＴＲＢ端子が“ＬＯＷ”レベルであれば、プリンタは ＤＡＴＡ０～ＤＡＴＡ７信号上にホスト側

からデータが送られてきたと見なし、データの読み取りを行います。プリンタはデータの読み取り

を完了するとＡＣＫパルスを出力します。 

3)ＡＣＫ 

データ読み取り信号です。ＳＴＲＢに対する応答信号で“ＬＯＷ”パルスを出力します。 

電源投入時にも１パルス出力します（動作中信号選択スイッチ（Ⅰ-23 ページ参照）がＯＮ側であ

る時のみ出力）。 

当信号はアイソレート仕様では出力しません。 

4)ＢＵＳＹ 

この信号はプリンタがデータ受信可能であることをホスト側に知らせる信号です。 

ホスト側はＢＵＳＹ信号が“ＬＯＷ”レベルであることを確認した後、データを出力してください。 

この端子が“ＨＩＧＨ”レベルになるのは次の場合です。 

①システムリセット中（電源投入時、ＩＮＩＴＩＡＬ信号入力時） 

②データ読み取り中 

③受信バッファフル時 

④ペーパーエンド時 

⑤テスト印字中 

⑥メカニズムエラー時 

⑦印字、紙送り中 

（動作中信号選択スイッチ（Ⅰ-23ページ参照）がＯＮ側である時のみ出力） 
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２．シリアルデータ入出力端子（ＲＳ－２３２Ｃ準拠） 

1)ＲＸＤ 

この端子はシリアルデータ受信用の入力端子です。 

ＤＴＲ端子が“ＨＩＧＨ”レベルの場合のみ、 ホスト側からのシリアルデータがこの端子から受信

可能です。 

2)ＤＴＲ 

この端子はシリアルデータ受信において使用します。 

この信号はプリンタがデータ受信可能であることをホスト側に知らせる信号です。 

この端子が“ＬＯＷ”レベルになるのは次の場合です。 

①システムリセット中（電源投入時、ＩＮＩＴＩＡＬ信号入力時） 

②データ読み取り中 

（動作中信号選択スイッチ（Ⅰ-23ページ参照）がＯＮ側である時は出力されません。） 

③受信バッファフル時 

④ペーパーエンド時 

⑤テスト印字中 

⑥メカニズムエラー時 

⑦印字、紙送り中 

（動作中信号選択スイッチ（Ⅰ-23ページ参照）がＯＮ側である時のみ出力します。） 

3)ＲＴＳ 

“ＨＩＧＨ”レベルに固定 
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３．共通入出力端子（ＨＣ－ＭＯＳレベル） 

1)Ｐ．Ｅ． 

ペーパーエンド時（記録紙が無い時）に“ＨＩＧＨ”レベルを出力します。 

ペーパーエンドでは印字動作を行いません。 

ペーパーエンド時には ＦＥＥＤスイッチのＬＥＤが約１秒の周期で点滅します。 

2)ＩＮＩＴＩＡＬ 

電源が投入されている場合に“ＬＯＷ”パルスを加えることにより、内部を初期化して起動します。 

制御はオープンコレクタトランジスタで行ってください。 

（電源投入時にはＯＦＦにするか、ＯＮからＯＦＦにする。） 

７４ＨＣ０４等のＩＣで制御する場合には注意が必要です。“ＨＩＧＨ”レベルのまま電源を投入す

ると初期化用コンデンサが既に充電されているため、初期化されない場合が発生するので電源投入

後に当信号を入力する必要があります。 

初期化動作はＩＮＩＴＩＡＬ信号が解除された時より始まり、内部ＩＣを初期化しメモリーの初期

設定を行います。 

各出力信号（ＢＵＳＹ、ＥＲＲＯＲ等）はＩＮＩＴＩＡＬ信号を解除後１００ms 以上経過後に有

効になります。 

3)ＥＲＲＯＲ 

次の条件時に“ＬＯＷ”レベルを出力します。 

①通信異常時（オーバーランエラー、フレミングエラー、パリティエラー） 

②メカニズムエラー 

①の通信異常時のエラー解除は、次のデータ受信が正常であれば自動的に解除されます。エラー出

力時のデータは無視されますので、新たに送られてきた次のデータを正常に受信すればそのデータ

を正規のデータとして処理します。 

通信異常の発生はノイズの影響を受けている場合があります。 

エラーを生じたデータだけでなく、それ以前に受信したデータにおいてもデータの内容が誤ったも

のである可能性があります。 

エラー発生時には、信号ラインの調査を行ってください。 

②のメカニズムエラー時は、印字、紙送り動作を行いません。 

度々メカニズムエラーが発生するようであれば、修理を必要とします。 

メカニズムエラーは、電源の再投入かイニシャル信号を入力することで解除されます。 

（注意）エラーの原因を取り除くものではありません。 

プリンタの電源投入時と同じ状態にするだけのものです。 

原因によっては、エラーが解消される場合があります。 
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□ 信号の入出力タイミング 

１．パラレル（セントロニクス準拠） 

1)データ入力インターフェース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注意）アイソレート仕様では使用できません。 

 

 

 

2)イニシャル入力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注意）アイソレート仕様では使用できません。 

 

 

 

3)ペーパーエンド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

T8 
Ｐ．Ｅ． 

ＢＵＳＹ 

ペーパーをセット後のＦＥＥＤスイッチ 

の操作による 

ペーパーをセット 

ＳＴＲＢ 

ＤＡＴＡ 

T1 T2 T3 

受信バッファフル時 T4 

ＢＵＳＹ 

ＡＣＫ 

T5 

ＩＮＩＴＩＡＬ 

T6 

ＢＵＳＹ 

T7 

ＡＣＫ 

T5 
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２．シリアル（ＲＳ－２３２Ｃ準拠） 

1)入出力シリアルインターフェース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受信応答のＤＴＲ出力は動作中信号選択スイッチ（P23参照）がＯＮ側である時は出力されません。 

 

 

2)イニシャル入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3)ペーパーエンド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

T6 

T7 

ＤＴＲ 

ＩＮＩＴＩＡＬ 

Ｐ．Ｅ． 

ＤＴＲ 

ペーパーをセット 

T8 

ペーパーをセット後のＦＥＥＤスイッチ 

の操作による 

ＤＴＲ 

ＲＸＤ 

ＥＲＲＯＲ 

受信バッファフル時 

b0 b1 b2 b3 b4 b5 b6 b7 

ｽﾀｰﾄ 
データ 

ﾊﾟﾘﾃｨ

ｚｰﾄ 

ｽﾄｯﾌ  ゚

通信エラー時 

T9 T10 



I-11 

 

３．タイミング時間表 
 

略号 ＭＩＮ ＴＹＰ ＭＡＸ 

Ｔ１ １（100）   

Ｔ２ ２（30）   

Ｔ３ １（20）   

Ｔ４   ０．５（50） 

Ｔ５  ４（0）  

Ｔ６ ２００   

Ｔ７   ８ms 

Ｔ８ ５ms   

Ｔ９   ２００ 

Ｔ１０ ５０   

（注1）指示無き単位はμsです。 
（注2）（ ）内の数値はアイソレート仕様の数値です。 
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□ 入出力回路構成 
名   称 標   準 アイソレート仕様 

 

74HC14

100PF

10K
100

+

R

IVCC

 

100

2200PF

4.7K 74HC14

 

4.7K
74HC574

 74HC14

 

IGND

 Ｐ．Ｅ． 
 

74HC14

ＢＵＳＹ 
74HC32

ＲＸＤ 
MAX202相当品

R
 

ＤＴＲ 
ＲＴＳ 

MAX202相当品

T
 

（注意）アイソレート仕様にて使用されるＲはアイソレート電圧（ＩＶＣＣ）によ下記の値となります。 
２４Ｖ…２．４KΩ、  １２Ｖ…１．２KΩ、  ５Ｖ…５１０Ω 

使用されるフォトカプラーはシャープＰＣ８１７、東芝ＴＬＰ５２１相当品で、出力側の使用最大 
電圧は３５Ｖ、電流は５０mA以内としてください。 

 
  

ＡＣＫ 
ＥＲＲＯＲ 

ＤＡＴＡ０ 
 
ＤＡＴＡ７ 

ＩＮＩＴＩＡＬ 

ＳＴＲＢ 
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□ コネクタ表（ＭＰの場合） 

１．コネクタ配置図 

電源無し 電源付 

（ＤＣ５Ｖ仕様） （ＤＣ２４Ｖ、ＡＣ１００Ｖ仕様、アイソレート仕様） 

型式 MP-190FA 型式 MP-190FA-3／MP-190FA-5／MP-190FA-1(XX)5 

FG3

NADA ELECTRONICS,LTD.
MADE IN JAPAN

電源確認

注意

26

25 DATA
Ｉ／Ｏ

I-GND

2

1

AC

 N
 L1

2

DC
+
-

L-GND

DC１２V
DC２４V
AC１００V

SELECT
GND

3

1
2

1

25

2

26

CN1

CN1

CN2

 

ＣＮ１：信号入出力用 ＣＮ１：電源供給用 

ＣＮ２：信号入出力用 

 

ＣＮ１、ＣＮ２の表示はプリンタ本体には明示されていませんので、当図を参照して配線してください。 

ＧＮＤ ＳＥＬＥＣＴスイッチはアイソレート仕様の場合にのみ設けられます。 
 

 

２．電源供給用コネクタ（ＣＮ１） 電源付プリンタのみ 

PIN No. MP-190FA-3 
MP-190FA-5 

MP-190FA-1(XX)5 

１ ＋２４Ｖ ＡＣ１００Ｖ 

２ ＧＮＤ ＡＣ１００Ｖ 

３  ＦＧ 

プリンタ側 

コネクタ 
Ｂ２Ｐ－ＶＨ Ｂ３Ｐ－ＶＨ 

ケーブル側 

コネクタ 
ＶＨＲ－２Ｎ ＶＨＲ－３Ｎ 

コネクタ：日本圧着端子製造（株） 

 

電源ラインを長くすると、電圧降下により印字ムラ等が発生しますので、できるだけ付属の専用ケーブル

で短く配線してください。  

専用ケーブルを使用しない場合には必ず０．５㎟以上の電線を使用してください。 
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３．信号入出力用コネクタ（ＤＣ５Ｖ専用，ＣＮ１） 

型式 MP-190FA 

    ○：接続  ×：なし 

PIN.No. 名  称 ﾊﾟﾗﾚﾙ ｼﾘｱﾙ PIN.No. 名  称 ﾊﾟﾗﾚﾙ ｼﾘｱﾙ 

１ ＧＮＤ ○ ○ ２ ＳＴＲＢ ○ × 

３ ＥＲＲＯＲ ○ ○ ４ ＤＡＴＡ０ ○ × 

５ Ｐ．Ｅ． ○ ○ ６ ＤＡＴＡ１ ○ × 

７ ＩＮＩＴＩＡＬ ○ ○ ８ ＤＡＴＡ２ ○ × 

９ ＤＴＲ × ○ １０ ＤＡＴＡ３ ○ × 

１１ ＲＴＳ × ○ １２ ＤＡＴＡ４ ○ × 

１３ ＲＸＤ × ○ １４ ＤＡＴＡ５ ○ × 

１５ ＋５Ｖ    注3 ○ ○ １６ ＤＡＴＡ６ ○ × 

１７ ＋５Ｖ    注3 ○ ○ １８ ＤＡＴＡ７ ○ × 

１９ ＋５Ｖ    注3 ○ ○ ２０ ＡＣＫ ○ × 

２１ ＧＮＤ ○ ○ ２２ ＢＵＳＹ ○ × 

２３ ＧＮＤ ○ ○ ２４ ＧＮＤ ○ ○ 

２５ ＧＮＤ ○ ○ ２６    

プリンタ側 ：ＸＧ４Ａ－２６３４（オムロン（株）） 

ケーブル側 ：ＸＧ４Ｍ－２６３０－Ｔ（オムロン（株）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注1）未記入部には何も接続しないでください。 

（注 2）信号ラインを長くすると、ノイズの影響を受け易くなりますので出来るだけ付属の専用ケーブル

で短く配線してください。 

（注3）当プリンタの駆動用電源の供給端子です。 

 

 

 

  

赤色 

PIN No. 
１ 
２ 
３ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
２５ 
２６ 

コ 

ネ 

ク 

タ 
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４．信号入出力用コネクタ（電源付の場合，ＣＮ２） 

型式 MP-190FA-3／MP-190FA-5／MP-190FA-1(XX)5 

    ○：接続  ×：なし 

PIN.No. 名  称 ﾊﾟﾗﾚﾙ ｼﾘｱﾙ PIN.No. 名  称 ﾊﾟﾗﾚﾙ ｼﾘｱﾙ 

１ ＧＮＤ    注6 ○ ○ ２ ＳＴＲＢ ○ × 

３ ＥＲＲＯＲ ○ ○ ４ ＤＡＴＡ０ ○ × 

５ Ｐ．Ｅ． ○ ○ ６ ＤＡＴＡ１ ○ × 

７ ＩＮＩＴＩＡＬ ○ ○ ８ ＤＡＴＡ２ ○ × 

９ ＤＴＲ × ○ １０ ＤＡＴＡ３ ○ × 

１１ ＲＴＳ × ○ １２ ＤＡＴＡ４ ○ × 

１３ ＲＸＤ × ○ １４ ＤＡＴＡ５ ○ × 

１５     注4   １６ ＤＡＴＡ６ ○ × 

１７     注4   １８ ＤＡＴＡ７ ○ × 

１９     注4   ２０ ＡＣＫ    注3 ○ × 

２１ ＧＮＤ    注5 ○ ○ ２２ ＢＵＳＹ ○ × 

２３ ＧＮＤ    注5 ○ ○ ２４ ＧＮＤ    注5 ○ ○ 

２５ ＧＮＤ    注5 ○ ○ ２６    

プリンタ側 ：ＸＧ４Ａ－２６３１（オムロン（株）） 

ケーブル側 ：ＸＧ４Ｍ－２６３０－Ｔ（オムロン（株）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注1）未記入部には何も接続しないでください。 

（注2）信号ラインを長くすると、ノイズの影響を受け易くなりますので出来るだけ付属の専用 

ケーブルで短く配線してください。 

（注3）アイソレート仕様の場合には使用できませんので、オープンの状態としてください。 

（注4）アイソレート仕様の場合にはアイソレート電源の(＋)側入力（ＩＶＣＣ）となります。 

アイソレート仕様でない場合にはオープンの状態としてください。 

（注5）アイソレート仕様の場合にはアイソレート電源の(－)側入力（ＩＧＮＤ）となります。 

（注6）アイソレート仕様の場合はＧＮＤ ＳＥＬＥＣＴスイッチが電源ボックスに設けられます。 

ＧＮＤ ＳＥＬＥＣＴスイッチにて内部のロジックＧＮＤ（Ｌ－ＧＮＤ）とアイソレート 

ＧＮＤ（Ｉ-ＧＮＤ）が選択できます。 

アイソレート仕様でシリアル通信を使用する時はＬ－ＧＮＤ側で使用してください。 

 

  

赤色 

PIN No. 
１ 
２ 
３ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
２５ 
２６ 

コ 

ネ 

ク 

タ 
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□ コネクタ表（ＭＰＴの場合） 

１．コネクタ配置図 

ＤＣ電源 ＡＣ電源 

型式 MPT-190FA-3 型式 MPT-190FA-5 

    A     

  D  

 AD      A A 
 ADA    C     C    D 

 AD      A A 

 ADA    C     C    D 
 AD      A A 

    A     

  D  

 AD      A A 

 

ＣＮ１：電源供給用 

ＣＮ２：信号入出力用 

 

ＣＮ１、ＣＮ２の表示はプリンタ本体には明示されていませんので、当図を参照して配線してください。 

 

２．電源供給用コネクタ（ＣＮ１）  

PIN № ＤＣ電源 

ＤＣ電源の場合、指定電圧の（＋）側を１に、（－）側を
２のＧＮＤへ接続します。 

MPT-190FA-5仕様はプラグ付電源コードを使用します。 

１ ＋Ｖ 

２ ＧＮＤ 

プリンタ側 

コネクタ 
Ｂ２Ｐ－ＶＨ 

ケーブル側 

コネクタ 
ＶＨＲ－２Ｎ 

コネクタ：日本圧着端子製造（株） 

 

ＤＣ電源で使用される場合、電源ラインを長くすると電圧降下により印字ムラ等が発生しますので、 

できるだけ付属の専用ケーブルで短く配線してください。 

専用ケーブルを使用しない場合には必ず０．５㎟以上の電線を使用してください。 
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３．信号入出力用コネクタ（ＣＮ２） 

    ○：接続  ×：なし 

PIN.No. 名  称 ﾊﾟﾗﾚﾙ ｼﾘｱﾙ PIN.No. 名  称 ﾊﾟﾗﾚﾙ ｼﾘｱﾙ 

１ ＳＴＲＢ ○ × １４ ＥＲＲＯＲ ○ ○ 

２ ＤＡＴＡ０ ○ × １５    

３ ＤＡＴＡ１ ○ × １６ ＤＴＲ × ○ 

４ ＤＡＴＡ２ ○ × １７ ＲＴＳ × ○ 

５ ＤＡＴＡ３ ○ × １８ ＲＸＤ × ○ 

６ ＤＡＴＡ４ ○ × １９    

７ ＤＡＴＡ５ ○ × ２０    

８ ＤＡＴＡ６ ○ × ２１    

９ ＤＡＴＡ７ ○ × ２２ ＧＮＤ ○ ○ 

１０ ＡＣＫ ○ × ２３ ＧＮＤ ○ ○ 

１１ ＢＵＳＹ ○ × ２４ ＧＮＤ ○ ○ 

１２ Ｐ．Ｅ． ○ ○ ２５ ＧＮＤ ○ ○ 

１３ ＩＮＩＴＩＡＬ ○ ○     

ＭＰＴ－１９０ＦＡ－３ プリンタ側 ：ＸＭ３Ｂ－２５２２－１１１ 注3 

 ケーブル側 ：ＸＭ３Ａ－２５２１（コネクタ） 

 ＸＭ２Ｓ－２５１１（フード） 

 製 造 元 ：オムロン㈱ 

ＭＰＴ－１９０ＦＡ－５ プリンタ側 ：ＸＭ３Ｄ－２５２１（コネクタ） 

 ＸＭ２Ｚ－００１１（固定具） 注3 

 ケーブル側 ：ＸＭ３Ａ－２５２１（コネクタ） 

 ＸＭ２Ｓ－２５１１（フード） 

 製 造 元 ：オムロン㈱ 

（注1）未記入部には何も接続しないでください。 

（注2）信号ラインを長くすると、ノイズの影響を受け易くなりますので出来るだけ短く配線してくだ 

さい。 

（注3）ミリネジ M2.6×0.45 
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□ 結線 

１．ＭＰタイプ 

1)パラレルにて使用時 

  ホスト側  

  ｱﾝﾌｪﾉｰﾙ ｱﾝﾌｪﾉｰﾙ DOS/V 

プリンタ側  14 PIN 36 PIN Dｻﾌﾞ25PIN 

      
ＳＴＲＢ ２ ＜ １  １  １  

ＤＡＴＡ ０ ４ ＜ ２  ２  ２  

ＤＡＴＡ １ ６ ＜ ３  ３  ３  

ＤＡＴＡ ２ ８ ＜ ４  ４  ４  

ＤＡＴＡ ３ １０ ＜ ５  ５  ５  

ＤＡＴＡ ４ １２ ＜ ６  ６  ６  

ＤＡＴＡ ５ １４ ＜ ７  ７  ７  

ＤＡＴＡ ６ １６ ＜ ８  ８  ８  

ＤＡＴＡ ７ １８ ＜ ９  ９  ９  

ＡＣＫ ２０ ＞   １０  １０  

ＢＵＳＹ ２２ ＞ １１  １１  １１  

Ｐ．Ｅ． ５ ＞   １２  １２  

ＩＮＩＴＩＡＬ ７ ＜   ３１  １６  

ＧＮＤ １  １４  １９  １８  

 

2)シリアルにて使用時 

  ホスト側 

  Dｻﾌﾞ25PIN  Dｻﾌﾞ9PIN 

  (例1)  (例2) (例1) (例2) 

        
プリンタ側        １  １ ＤＣＤ 

            

ＧＮＤ １  ７  ７ ＧＮＤ  ５  ５ ＧＮＤ 

ＤＴＲ ９ ＞ ６  ５ ＣＴＳ  ６  ８ ＣＴＳ 

ＲＴＳ １１ ＞ ５  ６ ＤＳＲ  ８  ６ ＤＳＲ 

ＲＸＤ １３ ＜ ２  ２ ＴＸＤ  ３  ３ ＴＸＤ 

プリンタからのＤＴＲとＲＴＳをホスト側のＤＳＲ、ＣＴＳに接続する部分が異なります。 

ホスト側の信号でオープン（未接続）でも動作可能の機種もありますが、上記以外の信号で処理しな

ければならないものがあれば処理を行ってください。 

Ｐ．Ｅ．や ＥＲＲＯＲ 等の信号は他のⅠ／Ｏポートで確認します。 
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２．ＭＰタイプ アイソレート仕様 

1)パラレルにて使用時 

プリンタ側  ホスト側 

    
ｱｲｿﾚｰﾄ電源ＩＶＣＣ 15,17,19 ＜ アイソレート電源（＋） 

ｱｲｿﾚｰﾄ電源ＩＧＮＤ 21,23,24,25 ＜ アイソレート電源（－） 

ＳＴＲＢ 2 ＜  

ホスト機器 

 

フォトカプラー駆動 

できる回路とする 

ＤＡＴＡ ０ 4 ＜ 

ＤＡＴＡ １ 6 ＜ 

ＤＡＴＡ ２ 8 ＜ 

ＤＡＴＡ ３ 10 ＜ 

ＤＡＴＡ ４ 12 ＜ 

ＤＡＴＡ ５ 14 ＜ 

ＤＡＴＡ ６ 16 ＜ 

ＤＡＴＡ ７ 18 ＜ 

ＢＵＳＹ 22 ＞ 

Ｐ．Ｅ． 5 ＞ 

ＩＮＩＴＩＡＬ 7 ＜ 

ＩＧＮＤ 1  

ＧＮＤ ＳＥＬＥＣＴスイッチはＩ－ＧＮＤ側とする 

 

2)シリアルにて使用時 

プリンタ側  ホスト側 

    
ｱｲｿﾚｰﾄ電源ＩＶＣＣ 15,17,19 ＜ アイソレート電源（＋） 

ｱｲｿﾚｰﾄ電源ＩＧＮＤ 23,24,25 ＜ アイソレート電源（－） 

Ｐ．Ｅ． 5 ＞ ホスト機器 

フォトカプラー駆動 

できる回路とする 

ＩＮＩＴＩＡＬ 7 ＜ 

ＩＧＮＤ 21  

 

 

  ホスト側 

  Dｻﾌﾞ25PIN  Dｻﾌﾞ9PIN 

  (例1)  (例2) (例1) (例2) 

        
プリンタ側        １  １ ＤＣＤ 

            

ＧＮＤ １  ７  ７ ＧＮＤ  ５  ５ ＧＮＤ 

ＤＴＲ ９ ＞ ６  ５ ＣＴＳ  ６  ８ ＣＴＳ 

ＲＴＳ １１ ＞ ５  ６ ＤＳＲ  ８  ６ ＤＳＲ 

ＲＸＤ １３ ＜ ２  ２ ＴＸＤ  ３  ３ ＴＸＤ 

プリンタからのＤＴＲとＲＴＳをホスト側のＤＳＲ、ＣＴＳに接続する部分が異なります。 

ホスト側の信号でオープン（未接続）でも動作可能の機種も有りますが、上記以外の信号で処理しな

ければならないものがあれば処理を行ってください。 

ＩＮＩＴＩＡＬ信号を使用しない場合は、アイソレート電源は必要ありません。 

ＧＮＤ ＳＥＬＥＣＴ スイッチは必ずＬ－ＧＮＤ側にしてください。 
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３．ＭＰＴタイプ 

1)パラレルにて使用時 

  ホスト側  

  ｱﾝﾌｪﾉｰﾙ ｱﾝﾌｪﾉｰﾙ DOS/V 

プリンタ側  14 PIN 36 PIN Dｻﾌﾞ25PIN 

      
ＳＴＲＢ １ ＜ １  １  １  

ＤＡＴＡ ０ ２ ＜ ２  ２  ２  

ＤＡＴＡ １ ３ ＜ ３  ３  ３  

ＤＡＴＡ ２ ４ ＜ ４  ４  ４  

ＤＡＴＡ ３ ５ ＜ ５  ５  ５  

ＤＡＴＡ ４ ６ ＜ ６  ６  ６  

ＤＡＴＡ ５ ７ ＜ ７  ７  ７  

ＤＡＴＡ ６ ８ ＜ ８  ８  ８  

ＤＡＴＡ ７ ９ ＜ ９  ９  ９  

ＡＣＫ １０ ＞   １０  １０  

ＢＵＳＹ １１ ＞ １１  １１  １１  

Ｐ．Ｅ． １２ ＞   １２  １２  

ＥＲＲＯＲ １４ ＞   ３２  １５  

ＩＮＩＴＩＡＬ １３ ＜   ３１  １６  

ＧＮＤ ２５  １４  １９  １８  

 

2)シリアルにて使用時 

  ホスト側 

  Dｻﾌﾞ25PIN  Dｻﾌﾞ9PIN 

  (例1)  (例2) (例1) (例2) 

        
プリンタ側        １  １ ＤＣＤ 

            

ＧＮＤ ２５  ７  ７ ＧＮＤ  ５  ５ ＧＮＤ 

ＤＴＲ １６ ＞ ６  ５ ＣＴＳ  ６  ８ ＣＴＳ 

ＲＴＳ １７ ＞ ５  ６ ＤＳＲ  ８  ６ ＤＳＲ 

ＲＸＤ １８ ＜ ２  ２ ＴＸＤ  ３  ３ ＴＸＤ 

プリンタからのＤＴＲとＲＴＳをホスト側のＤＳＲ、ＣＴＳに接続する部分が異なります。 

ホスト側の信号でオープン（未接続）でも動作可能の機種もありますが、上記以外の信号で処理しな

ければならないものがあれば処理を行ってください。 

Ｐ．Ｅ．や ＥＲＲＯＲ 等の信号は他のⅠ／Ｏポートで確認します。 
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□ ディップスイッチの設定 

ＭＰタイプ

ＭＰＴタイプ

ディップスイッチ詳細図

ON ON

 
 

 機  能 ＯＮ ＯＦＦ 
１ インターフェース シリアル パラレル 
２ 印字方式 テキスタ リスタ 

３ 
ﾊﾟﾗﾚﾙ時CR，LF選択 ＬＦ ＣＲ 
ｼﾘｱﾙ時ﾎﾞｰﾚｰﾄ 4800bps 9600bps 

４ 文字コードテーブル ページ1 ページ0 
５ 動作中信号 出力 未出力 
６ CR，LF選択 無効 有効 
７ パリティチェック 有り 無し 
８ ＨＥＸダンプ 有り 無し 

 
（注1）出荷時はＳＷ４のみＯＮで他はＯＦＦに設定してあります。 
（注2）当１９０ＦＡを１９０として使用する場合、ＳＷ１～４は１９０と同じ設定にし、ＳＷ５を 

ＯＮ、ＳＷ６～８をＯＦＦとして御使用ください。 
但し、ＳＷ１がＯＦＦの場合は状況に応じてＳＷ５をＯＦＦにしてください。 
よく動作テストを行ってからご使用ください。 

（注3）スイッチ操作はピンセット等を使用してください。 
（注4）スイッチの設定は必ず電源を切った状態で行ってください。  
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□ 機能説明 

１．インターフェース 

パラレル側を選択するとセントロニクス準拠の仕様となります。 

シリアル側を選択するとＲＳ－２３２Ｃ準拠の仕様となり、ボーレートの設定が必要となります。 

通信プロトコルは、データ長 ８ビット 

パリティチェック 無し（ＳＷ．７ ＯＦＦ） 

パリティチェック 偶数（ＳＷ．７ ＯＮ） 

ストップビット １ビット以上となります。 

 

２．印字方式 

 

 

 

 

 

 

 

  

テキスタ印字  リスタ印字 

 

３．ＣＲ／ＬＦ，ボーレート 

ＳＷ１がＯＦＦ（パラレル）の場合 

パラレルにて使用する時の印字改行コードの指定を行います。 

ＣＲコード選択時、ＬＦコードは無視されます。 

ＬＦコード選択時、ＣＲコードは無視されます。 

ＳＷ１がＯＮ（シリアル）の場合 

通信速度を決めるものでホスト側と合わせる必要があります。 

印字改行コードはＣＲのみで、ＬＦコードは無視されます。 

印字改行コードについてＳＷ６で制御できます。 

（６．ＣＲ，ＬＦ選択を参照） 

 

４．文字コードテーブル 

キャラクタのコード表を選択します。 

ページ０とページ１で国際文字も異なります。 

別項のキャラクタ・コード表を参照してください。 

 

  

紙
送
り
方
向 
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５．動作中信号 
弊社製品 ＭＰ－１９０／ＭＰＴ－１９０の互換機として使用する場合はＯＮ側にしてください。 
ＢＵＳＹ信号、ＤＴＲ信号の出力がスイッチのＯＮ、ＯＦＦで異なります。 

内     容  

印字、紙送り時のＢＵＳＹ/ＤＴＲ信号 ※1 
ＯＦＦ 未出力 
ＯＮ 出力 

受信応答ＤＴＲ信号 ※2 
ＯＦＦ 出力 
ＯＮ 未出力 

※1 ：受信バッファフル時はスイッチのＯＮ／ＯＦＦに関係なく出力されます。 
※2 ：受信応答ＢＵＳＹ信号はスイッチのＯＮ／ＯＦＦに関係なくＨＩが出力されます。 

 
６．ＣＲ，ＬＦ選択 

ＣＲ，ＬＦの制御を選択します。 

ＯＦＦ（有効）側 
パラレル時は、ＳＷ３にて選択できます。 
シリアル時は、ＣＲのみとなります。 

ＯＮ（無効）側 
パラレル、シリアルともにＣＲ，ＬＦの印字改行コードが使用できます。 
（ＣＲでも、ＬＦでも印字改行を行います） 

 
７．パリティチェック 

ＳＷ１がＯＮ（シリアル）の場合のみ有効となります。 
ＯＦＦでパリティチェック無し、 
ＯＮでパリティチェックを行います。（偶数） 

 
８．ＨＥＸダンプ 

ＨＥＸダンプ有りに設定してプリンタの電源をＯＮすると、<<<HEX DUMP MODE>>> と１行印字して

外部からのデータ入力待ちとなり、外部より入力されたデータをそのままＨＥＸ（１６進）コードで印字

します。 
この機能を使用する事により 外部入力データのチェックを行う事が出来ます。 
１ライン分のデータを受信した時点に置いて、ＨＥＸダンプの印字を行います。 
１ライン分以下の場合は、約1秒後に自動的に印字されます。 
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□ テスト印字 

紙送りスイッチを押しながら 電源を投入 又は ＩＮＩＴＩＡＬ信号入力を行うと、キャラクタセット内の 

データをアドレス順に印字（セルフテスト）します。 

押し続けている間はセルフテストを行い、押すのを止めるとその時 印字している行を印字し終えてから、 

データ受付状態になります。 

テスト印字はペーパーエンド時には行いません。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 印字中のペーパーエンドについて 

ペーパーエンドになるとＤＴＲ出力が“ＬＯＷ”レベルになりＦＥＥＤスイッチ部のＬＥＤが約１秒の周期で

点滅します。 

印字中にペーパーエンドになった場合は、新しい記録紙をセットしてください。 

最後には必ず紙送りスイッチを操作してください。 

プリンタはこの紙送りスイッチの操作により 記録紙のセットが完了したものと判断し、記録紙の確認後に印字

を開始します。 

ペーパーエンドの解除は、前述の内容の他に記録紙をセット後３０秒間連続して記録紙を“有り”と認識した

場合には自動的に解除されます。 

 

 

□ バッファフル印字について 

入力した印字データをプリントアウトするのには通常印字改行コード（０ＤＨ，０ＡＨ）を入力しますが、当プ

リンタにはバッファフル印字機能があります。 

これは、印字バッファに印字データが１行分入力されると自動的に印字するもので、印字改行コードを必要と

していないものです。 

１行の印字可能文字数は２４文字ですので、２３文字までの印字の場合には印字改行コードを必要としますが、

２４文字以上入力すると自動的に印字改行を行います。 
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□ 受信バッファフルについて 

当プリンタのデータ受信バッファは４０Ｋバイト（４０９６０バイト）です。 

受信バッファフルとは、受信可能バイト数が１６バイト未満になる事を言います。 

受信バッファは、４０Ｋバイト（４０９６０バイト）ですがリングバッファ形式となっていますので受信した

データを順次処理していくことにより４０Ｋバイト（４０９６０バイト）以上のデータが受信可能です。 

 

 

□ 印字中のドット誤差 及び 紙送り許容差について 

１９０ＦＡは４個の印字ソレノイドを横二列に配置し、このソレノイドを動作させる事で印字しています。 

印字させる文字パターンやビットイメージのパターンがこのソレノイドの間に渡る場合に小さなギャップが 

あく場合があります。これはソレノイドの間隔のバラツキによるもので、印字動作にともなう各ドットライン

のバラツキは±０．２㎜となっております。 

プリンタ単体での紙送り許容差（同一プリンタで同じフォーマットでの印字を行った時の長さの違い）は 

±１０％、プリンタ固体間の紙送り許容差（他のプリンタとの同じフォーマットでの印字を行った時の長さの

違い）は、±１５％となっています。 

 

 

□ アイソレート仕様でのデータ転送について 

１．パラレルでの使用 

アイソレート仕様の場合にはＡＣＫ出力がありませんので、データ転送は必ずＢＵＳＹ出力が“ＬＯＷ”

レベルである事を確認して転送してください。また、フォトカプラーを通じて入出力を行いますので、タ

イミングには充分な余裕をもって行ってください。 

また印字を行わない待機時には、フォトカプラーの制限抵抗による発熱を低くする為、フォトカプラーに

電流を流さない状態にしてください。 

２．シリアルでの使用 

ＧＮＤ ＳＥＬＥＣＴスイッチは、Ｌ－ＧＮＤ側にしてください。 

シリアル通信時のＧＮＤは内部のロジックＧＮＤです。 

ＲＳ－２３２Ｃの回路そのものは絶縁されておりませんので注意してください。 

 

 

□ メカニズムエラーについて 

当プリンタはメカニズムエラーを検知する機能を有しています。 

メカニズムが正常に動作しない（モータが回転しない）場合には、ＤＴＲ出力が“ＬＯＷ”レベルになり 

ＦＥＥＤスイッチ部のＬＥＤが高速で点滅します。 

エラー状態になると印字、紙送り動作が禁止されます。 

メカニズムエラー発生時には電源を切り、紙詰まりを生じているのであればピンセット等で 

丁寧に紙を取り除いてください。（無理に紙を引くとメカニズムを壊す恐れがあります。） 

度々メカニズムエラーが発生する様であれば修理を必要とします。 
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□ ＬＡＮ仕様時のＡＣＫ／ＮＡＫ出力について 

１．ＡＣＫ（０６Ｈ）は次の条件で出力します。 

1) システムリセット（電源を投入、ＩＮＩＴＩＡＬ信号を入力）完了後の通信可能状態時。 

2) 受信バッファフル後のデータ処理で受信バッファフルが解除された時。 

3) ＥＮＱ（０５Ｈ）受信時に受信可能であるとき。 

 

２．ＮＡＫ（１５Ｈ）は次の条件で出力します。 

1) システムリセット（電源を投入、ＩＮＩＴＩＡＬ信号を入力）完了後の通信不可状態時。 

(紙無しの状態で電源を投入した場合等) 

2) 受信バッファフル発生時。 

3) ＥＮＱ（０５Ｈ）受信時に受信不可であるとき。 

4) ペーパーエンド発生時。 

5) メカニズムエラー発生時。 

 

３．ＮＡＫの連続出力について 

ＮＡＫ送信後はＡＣＫが送信されるまで約１秒間隔でＮＡＫを送ります。 

またＮＡＫは、ペーパーエンド発生直後(１秒以内)にメカニズムエラーが発生した場合等、１秒待たずし

て出力される場合があります。 

 

４．ＥＮＱに対する応答時間について 

プリンタが待機状態の場合は即時応答します。 

受信バッファにデータが残っている場合は残っているデータの処理後に応答します。 

そのためＡＣＫ／ＮＡＫの返信に時間を要する場合があります。 

 

５．注意 

出力時信号線による制御はしていません。ホスト側は常時受信可能状態としてください。 

文字コードテーブルを ページ０ に設定している場合はＥＮＱコマンドは使えません。 
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□ １９０ＦＡと１９０の相違点 

 

内  容 １９０ＦＡ １９０ 

受信バッファ量 ４０Ｋバイト（４０９６０バイト） ２４バイト 

ＨＥＸダンプ機能 あり なし 

テスト印字の停止 ＦＥＥＤ ＳＷ をＯＦＦにする 電源の再投入 

テスト印字の内容 
ディップスイッチの内容と内蔵文字

を印字 
内蔵文字を印字 

パワーダウン機能 

なし 

190パワーダウンコード 

DC(12H)，DC3(13H)は無視されます 

あり 

ＦＥＥＤスイッチの操作による

印字 
なし あり 

印字、紙送り時のＢＵＳＹ/ 

ＤＴＲ出力 
出力可能(Ⅰ-23ページ参照) あり 

受信応答時のＤＴＲ時 未出力可能(Ⅰ-23ページ参照) 未出力 

入出力回路 抵抗なし 
ＡＣＫ、Ｐ．Ｅ． 、ＢＵＳＹ出力に

１００Ωの抵抗が直列にある 

エラー出力 あり なし 

シリアル時のパリティチェック 
パリティチェックなし、または偶数

パリティの選択が可能 
なし 

印字改行コードの選択 
ＣＲ，ＬＦの両コードの同時使用が

可能 

パラレル時ＳＷ１で選択 

シリアル時ＣＲのみ 
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□ Visual Basic 2015 による印字サンプルプログラム 
 
次のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、"ナダ電子プリンタ"という漢字を1行と"PRINTER"というANK文字列を1行印字します。 
このﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実行するには、まず SerialPort ｺﾝﾄﾛｰﾙとｺﾏﾝﾄﾞﾎﾞﾀﾝを含むﾌｫｰﾑﾓｼﾞｭｰﾙのｺｰﾄﾞｴﾃﾞｨﾀｳｨﾝﾄﾞｳに下の 
ｺｰﾄﾞを記述します。次に、F5 ｷｰを押して実行し、ｺﾏﾝﾄﾞﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。 
(注) 漢字の印字をサポートしていないプリンタには漢字コードを送信しないでください(①～③行を削除する)。 
Public Class Form1 
    Private CanselSend As Boolean = False '[ESC]ｷｰで送信中止 
    Private Sub Button1_Click(sender As Object, e As EventArgs) Handles Button1.Click 
        Dim i As Integer 'For文ｶｳﾝﾀ 
        Dim sendData As String = "" '送信ﾃﾞｰﾀ 
 
        With SerialPort1 
            .BaudRate = 9600 'ﾎﾞｰﾚｰﾄ9600bps 
            .Parity = IO.Ports.Parity.None 'ﾊﾟﾘﾃｨ無し 
            .DataBits = "8" 'ﾃﾞｰﾀ長8ﾋﾞｯﾄ 
            .StopBits = IO.Ports.StopBits.One 'ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ1 
            .PortName = "COM1" 'COMﾎﾟｰﾄの1を使用します 
            .Open() 'COMﾎﾟｰﾄを開きます 
        End With 
        If SerialPort1.DsrHolding = False Then 'DSR(ﾌﾟﾘﾝﾀのDTR信号)がｵﾌなら送信を中止します 
            End 
        End If 
 
        sendData = ChrW(&H1B&) & ChrW(&H40&) 'ﾌﾟﾘﾝﾀの初期化 
        sendData = sendData & "ナダ電子プリンタ" '------------------① 
        sendData = sendData & ChrW(&HD&) '印字動作-----② 
        sendData = sendData & ChrW(&HA&) '1ﾗｲﾝ改行-----③ 
        sendData = sendData & "NADA PRINTER" 
        sendData = sendData & ChrW(&HD&) '印字動作 
        sendData = sendData & ChrW(&HA&) '1ﾗｲﾝ改行 
 
        SerialPort1.Encoding = System.Text.Encoding.GetEncoding("Shift_JIS") 
        For i = 1 To Len(sendData) 
            Do While SerialPort1.BytesToWrite <> 0 '送信ﾊﾞｯﾌｧが空になるのを待ちます 
                Application.DoEvents() 
                If (CanselSend = True) Then '[ESC]ｷｰで中止します 
                    Exit For 
                End If 
            Loop 
            Do While SerialPort1.DsrHolding = False 'ﾌﾟﾘﾝﾀのDTR信号がｵﾝになるのを待ちます 
                Application.DoEvents() 
                If (CanselSend = True) Then '[ESC]ｷｰで中止します 
                    Exit For 
                End If 
            Loop 
            SerialPort1.Write(Mid(sendData, i, 1)) '1文字ずつ送信します 
        Next i 
        SerialPort1.Close() 'COMﾎﾟｰﾄを閉じます 
        CanselSend = False 
    End Sub 
 
    Private Sub Form1_KeyDown(sender As Object, e As KeyEventArgs) Handles Me.KeyDown 
        If (e.KeyCode = Keys.Escape) Then '[ESC]ｷｰを押す 
            CanselSend = True 
        End If 
    End Sub 
 
    Private Sub Form1_Load(sender As Object, e As EventArgs) Handles MyBase.Load 
        Me.KeyPreview = True 
    End Sub 
End Class 
 
 
 
 
 
 
                                            SerialPortｺﾝﾄﾛｰﾙ                    ｺﾏﾝﾄﾞﾎﾞﾀﾝ 
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□ 動作しない時について 

１．全般 

1)電源を入れても全く動作しない 

①配線（電源関係）の確認。 

②電源電圧の確認。 

③ＩＮＩＴＩＡＬ信号を使用している場合には信号レベルの確認。 

2)印字動作中にリセットが働く（イニシャル動作を行う） 

①電源容量の確認。 

②電源電圧の確認。 

③電源付の一部の製品には、印字制限があるものがあります。確認してください。 

3)スイッチによる紙送りはするが印字しない 

①記録紙の確認。（サーマル用紙の裏表） 

②サーマル方式のプリンタではヘッドアップレバーを確認。 

③パラレル仕様ではＳＴＲＢ信号の確認。 

④シリアル仕様では通信プロトコル、データ転送速度が合っているかを確認。 

4)記録紙の交換後に印字しない 

①記録紙の交換後に紙送りスイッチを操作する事で、交換終了としている製品があります。 

紙送りスイッチを操作してみてください。 

 

２．印字内容に関して 

1)文字が抜ける 

①パラレル仕様では、ＢＵＳＹ信号を確認して転送しているかを確認。 

②シリアル仕様では、ＤＴＲ信号を確認して転送しているかを確認。 

また、ＤＴＲを確認するタイミングに誤りがないかを確認。 

③シリアル仕様では、ＤＴＲ信号の配線を確認。 

2)文字が化ける（印字内容が転送データと異なる） 

①パラレル仕様では、ＤＡＴＡ０－７の配線を確認。 

②シリアル仕様では、通信プロトコル、データ転送速度が合っているかを確認。 

3)同じ文字を２～３度印字する 

①パラレル仕様では、ＳＴＲＢ信号が同一データに対して複数回入力していないかを確認。 

4)印字が薄い 

①インクリボンを使用するプリンタでは、インクリボンを交換する。 

②電源電圧、電源容量を確認。 

③サーマル方式では、記録紙のメーカーにより、印字濃度に差が出る場合があります。 
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□ １９０シリーズについて 

１９０シリーズにはお買い頂いたＭＰ／ＭＰＴ－１９０ＦＡの他に、漢字の印字も可能なＭＰ／ＭＰＴ－ 

１９ＸＦがあります。 

 

機 種 形 状 電 源 特長・注意 

ＭＰ－１９ＸＦ 樹脂ケース入り 

（パネル取付） 
ＤＣ５Ｖ 

ＤＣ２４Ｖ 

ＡＣ１００Ｖ 

より選択 

漢字が印字可能 

ＬＡＮ仕様は別途資料あり 

ＭＰＴ－１９ＸＦ 樹脂ケース入り 

（デスクトップ仕様） 
ＤＣ２４Ｖ 

ＡＣ１００Ｖ 

より選択 

漢字が印字可能 

ＬＡＮ仕様は別途資料あり 

 

 

□ 旧製品の電源値について 

 

 ROMバージョン3.0 （ ）内の数値は印字率を示す。 

仕様 DC5V DC24V 強化型 

入力電圧 DC5V±0.25V DC18～36V AC85～132V  

平均電流 約 2A (25%) 約 0.5A (25%) 約 0.1A (25%) 

ピーク電流 8A (100%) 2A (100%) 0.6A (100%) 

待機時電流 約 65mA 約 45mA 約 45mA 

 

 製品のシリアル番号の末尾が‘D’以外 （ ）内の数値は印字率を示す。 

仕様 DC5V DC24V 強化型 

入力電圧 DC5V±0.25V DC18～36V AC85～132V 

平均電流 約 2A (25%) 約 1.3A (25%) 約 0.6A (25%) 

ピーク電流 4.5A (100%) 2.6A (100%) 0.9A (100%) 

待機時電流 約 93.5mA 約 56.2mA 約 23mA 

 

 （ ）内の数値は印字率を示す。 

仕様 MP-190GA MP-190GA-3 MP-190GA-5 

MP-190GA-1(XX)5 
 

  MPT-190GA-3  MPT-190GA-5 

入力電圧 DC5V±0.25V DC18～36V AC85～132V  

平均電流 約 2.4A (25%) 約 1.3A (25%) 約 150mA (25%) 約 0.6A (25%) 

ピーク電流 4.6A (100%) 3A (100%) 1.1A (50%) 1.2A (100%) 

待機時電流 約 104mA 約 58mA 約 20mA 約 22mA 
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II  
□ 制御コード一覧 

名   称 機       能 参照ページ 

ＣＡＮ データ抹消 Ⅱ－２ 

ＣＲ 印字改行 Ⅱ－２ 

ＤＣ４ 横倍幅拡大解除 Ⅱ－２ 

ＬＦ 印字改行 Ⅱ－２ 

ＳＯ 横倍幅拡大指定 Ⅱ－２ 

ＥＮＱ プリンタの状態を要求 Ⅱ－３ 

ＥＳＣ  ＆ 外字登録 Ⅱ－３ 

ＥＳＣ  ３ 行間スペース量指定 Ⅱ－４ 

ＥＳＣ  ＠ 初期化 Ⅱ－４ 

ＥＳＣ  Ａ 行間スペース量指定 Ⅱ－４ 

ＥＳＣ  Ｂ 指定量紙送り Ⅱ－４ 

ＥＳＣ  Ｉ 印字方向指定 Ⅱ－４ 

ＥＳＣ  Ｋ ビットイメージ印字 Ⅱ－５ 

ＥＳＣ  Ｎ 縦倍幅拡大指定／解除 Ⅱ－５ 

ＥＳＣ  Ｒ 国際文字指定 Ⅱ－６ 

ＥＳＣ  ＳＩ 横倍幅拡大解除 Ⅱ－６ 

ＥＳＣ  ＳＯ 横倍幅拡大指定 Ⅱ－６ 

ＥＳＣ  Ｗ 横倍幅拡大指定／解除 Ⅱ－６ 

ＥＳＣ  ｌ 印字位置移動 Ⅱ－７ 

ＥＳＣ  ｔ 文字コードテーブル指定 Ⅱ－７ 

ＥＳＣ  ｗ 縦倍幅拡大指定／解除 Ⅱ－７ 

ＦＳ   ＤＣ４ 横倍幅拡大解除 Ⅱ－８ 

ＦＳ   ＳＯ 横倍幅拡大指定 Ⅱ－８ 

ＦＳ   Ｗ ４倍角指定／解除 Ⅱ－８ 

 
初期値表 

行間スペース量 ２ドット（約０．７㎜） 

拡大指定 すべて解除 

コードテーブル，国際文字 ディップスイッチの指定による 
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□ 制御コード解説 

ＣＡＮ 

〔名 称〕 データ抹消 

〔コード〕 １８Ｈ 

〔機 能〕 印字バッファ内のデータを抹消します。 

 

ＣＲ 

〔名 称〕 印字改行 

〔コード〕 ０ＤＨ 

〔機 能〕 １行分の印字を開始し、設定されている行間ピッチ分を改行します。 

印字バッファ内にデータが無い場合には、紙送りのみとなります。 

改行量は前回印字によるドットフォント分＋行間スペース量 となります。 

バッファフル印字機能があるため桁数分のデータを入力される時は、当コードの入

力は必要ありません。（１行分のデータが入力された時点で、自動的に印字を開始し

ます。） 

 

ＤＣ４ 

〔名 称〕 横倍幅拡大解除 

〔コード〕 １４Ｈ 

〔機 能〕 ＳＯ、ＥＳＣ ＳＯ、ＦＳ ＳＯによる横倍幅拡大指定を解除します。 

ＥＳＣ ＳＩ、ＥＳＣ Ｗ０、ＦＳ ＤＣ４ と同じです。 

〔注 意〕 拡大を解除するとともに文字間スペース量を現在の半分にします。 

ただし、すでに解除されている場合、あるいは他の横倍幅拡大解除コードの場合 

には、そのままのスペース量です。 

 

ＬＦ 

〔名 称〕 印字改行 

〔コード〕 ０ＡＨ 

〔機 能〕 １行分の改行を開始し、設定されている行間スペース分を改行します。 

印字バッファ内にデータが無い場合には、紙送りのみとなります。 

改行量は 前回印字によるドットフォント分＋行間スペース量 となります。 

バッファフル印字機能があるため桁数分のデータを入力される時は当コードの入力

は必要ありません。（１行分のデータが入力された時点で自動的に印字を開始しま

す。） 

 

ＳＯ 

〔名 称〕 横倍幅拡大指定 

〔コード〕 ０ＥＨ 

〔機 能〕 以後受信した印字データを横倍幅拡大して印字します。 

ＥＳＣ ＳＯ、ＥＳＣ Ｗ１、ＦＳ ＳＯ と同じです。 

〔注 意〕 拡大を指定するとともに文字間スペース量を現在の２倍にします。 

ただし、すでに指定されている場合、あるいは他の横倍幅拡大指定コードの場合 

には、そのままのスペース量です。 

ＣＲ、ＬＦ、ＤＣ４、ＥＳＣ ＳＩ、ＥＳＣ Ｗ０、ＦＳ ＤＣ４ 

コードの入力により解除されます。 
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ＥＮＱ 

〔名 称〕 プリンタの状態を要求 

〔コード〕 ０５Ｈ 

〔機 能〕 オンラインで受信可能の場合は、ＡＣＫ（０６Ｈ）を返信します。 

オフラインで受信不可の場合は、ＮＡＫ（１５Ｈ）を返信します。 

〔注 意〕 Ⅰ-26 □ＬＡＮ仕様時のＡＣＫ／ＮＡＫ出力について を参照願います。 

ＬＡＮ仕様時のみ使用できます。 

 

ＥＳＣ ＆ 

〔名 称〕 外字登録 

〔コード〕 １ＢＨ  ２６Ｈ 〈ｎ１〉〈ｎ２〉〈ｄ１〉～〈ｄｎ〉 

〔機 能〕 外字を登録します。 

1）〈ｎ１〉〈ｎ２〉は文字コードを指定します。 

文字コードは２０Ｈ～ＦＦＨ の範囲内とします。 

〈ｎ１〉は登録する最初の文字コードを示し、〈ｎ２〉は終了する文字コード

を示します。 

〈ｎ１〉≦〈ｎ２〉とする必要があり、〈ｎ１〉～〈ｎ２〉まで連続して最大

８文字の登録が可能です。 

９文字以上入力されるとそれまでに登録されたデータはすべてクリアされます。 

１文字登録の場合は〈ｎ１〉＝〈ｎ２〉とします。 

同一文字コードに再登録した場合は、新規データが有効となります。 

2）〈ｄ１〉･･･〈ｄｎ〉 

フォントのデータで１文字６バイトのデータを入力してください。 

フォントは６×７ドットマトリックスとなります。 

3)例１ 

文字コード４１Ｈに下記パターンを登録（１文字登録） 

1 2 3 4 5 6     

● ● ● ● ● ●  0 bit 各ビットは１で印字 

０で未印字 

 

最上位のｂｉｔ７は 

無視されます 

●       1  

 ●      2  

  ●     3  

 ●      4  

●       5  

● ● ● ● ● ●  6  

       7 bit  

入力するコードは 

1BH 26H 41H 41H 63H 55H 49H 41H 41H 41H 

の１０バイトとなります。 

以後文字コード４１Ｈを指定した場合は上記パターンを印字します。 

4)例２ 

文字コードＥ４Ｈ～Ｅ６Ｈにフルドットパターン（四角のベタ印字）を登録。 

（３文字登録） 

1BH 26H E4H E6H FFH…FFH  FFH…FFH  FFH…FFH 

 

 

 

の２２バイトとなります。 

  

E4に登録 
(6 ﾊﾞｲﾄ) 

E5に登録 
(6 ﾊﾞｲﾄ) 

E6に登録 
(6 ﾊﾞｲﾄ) 
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ＥＳＣ ３ 

〔名 称〕 行間スペース量指定 

〔コード〕 １ＢＨ  ３３Ｈ 〈ｎ〉 

〔機 能〕 印字後の行間スペース量を指定します。 

〈ｎ〉≦ ＦＦＨ まで指定可能です。 

電源投入時は ２ドット（約０．７㎜）です。 

ＥＳＣ Ａ と同じです。 

 

ＥＳＣ ＠ 

〔名 称〕 初期化 

〔コード〕 １ＢＨ  ４０Ｈ  

〔機 能〕 プリンタを初期化し、各種設定を初期状態にします。 

印字バッファ内のデータを抹消します。 

外字登録データは抹消せずにそのまま残ります。 

 

ＥＳＣ Ａ 

〔名 称〕 行間スペース量指定 

〔コード〕 １ＢＨ  ４１Ｈ 〈ｎ〉 

〔機 能〕 印字後の行間スペース量を指定します。 

〈ｎ〉≦ ＦＦＨ まで指定可能です。 

電源投入時は ２ドット（約０．７㎜）です。 

ＥＳＣ ３と同じです。 

 

ＥＳＣ Ｂ 

〔名 称〕 指定量紙送り 

〔コード〕 １ＢＨ  ４２Ｈ 〈ｎ〉 

〔機 能〕 〈ｎ〉ドット分の紙送りを行います。 

０４Ｈ ≦〈ｎ〉≦ ＦＦＨ の範囲で偶数の値のみ指定出来ます。 

印字バッファ内にデータがある場合には、印字後〈ｎ〉ドット分の紙送りを行います。 

印字バッファ内にデータがない場合には、〈ｎ〉ドット分の紙送りを行います。 

００Ｈ を指定したときは、無視されます。 

 

ＥＳＣ Ｉ 

〔名 称〕 印字方向指定 

〔コード〕 １ＢＨ  ４９Ｈ 〈ｎ〉 

〔機 能〕 印字方向（リスタ、テキスタ）を指定します。 

〈ｎ〉＝３０Ｈ または００Ｈ リスタ印字を指定します。 

〈ｎ〉＝３１Ｈ または０１Ｈ テキスタ印字を指定します。 

電源投入時は ＤＩＰ ＳＷ による指定となります。 
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ＥＳＣ Ｋ 

〔名 称〕 ビットイメージの印字 

〔コード〕 １ＢＨ  ４ＢＨ 〈ｎ１〉〈ｎ２〉〈ｎ３〉〈ｄ１〉～〈ｄｎ〉 

〔機 能〕 ビットイメージデータの印字を行います。 

1）〈ｎ１〉は横方向のバイト数を示します。 

2）〈ｎ２〉〈ｎ３〉は垂直方向の印字ラインを指定します。 

〈ｎ２〉≦２５５，〈ｎ３〉≦１ の範囲で指定できます。 

〈ｎ２〉＝〈ｎ３〉＝０は無効とします。 

3）〈ｄ１〉～〈ｄｎ〉は展開するイメージです。 

データ数は印字ライン数×１ライン分のバイト数 となります。 

bit     bit 

 7 6 5 4 3 2 1 0  

  各ビットは１で印字 ０で未印字 

 1 2   ｎ１ 第１ライン 

    ２ｎ１ 第２ライン 

    ３ｎ１ 第３ライン 

      

    Ｌｎ１ 第Ｌライン 

１ライン１８バイトで２４０ラインまでビットイメージを展開する時の 

〈ｎ２〉〈ｎ３〉の値は、２４０をＨＥＸコードにすると００Ｆ０Ｈですので、 

〈ｎ２〉＝Ｆ０Ｈ 、〈ｎ３〉＝００Ｈ となります。 

〈ｄ１〉～〈ｄｎ〉の総バイト数は 

２４０×１８＝４３２０バイト となります。 

4） 注意 

データ数は 〈ｎ２〉，〈ｎ３〉で指定したドットライン数まで連続して送らなけ

ればなりません。 

当プリンタ（１９０ＦＡシリーズ）で指定できる水平バイト数は１８バイト迄、 

垂直ライン数は２４０ライン迄となります。 

 

ＥＳＣ Ｎ 

〔名 称〕 縦倍幅拡大指定／解除 

〔コード〕 １ＢＨ  ４ＥＨ 〈ｎ〉 

〔機 能〕 縦倍幅拡大の指定、解除を行います。 

〈ｎ〉＝３０Ｈ または ００Ｈ 縦倍幅拡大を解除します。 

〈ｎ〉＝３１Ｈ または ０１Ｈ 縦倍幅拡大を指定します。 

ＥＳＣ ｗ と同じです。 
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ＥＳＣ Ｒ 

〔名 称〕 国際文字指定 

〔コード〕 １ＢＨ  ５２Ｈ 〈ｎ〉 

〔機 能〕 国別の文字コードテーブルを指定します。 

〈ｎ〉は使用する国を指示します。範囲外は無効となります。 

指定される国別文字コードテーブルは、その時設定されている文字コードテーブル

のページにより異なります。 

ｎ ページ１の場合 ページ０の場合 

０ アメリカ 標準 

１ フランス 北欧 

２ ドイツ  

３ イギリス  

４ デンマーク  

５ スウェーデン  

６ イタリア  

７ スペイン  

８ 日本  

電源投入時はディップスイッチで選択されたページにより決まります。 

ページ１の時には ｎ＝８，ページ０の時には、ｎ＝０ となります。 

文字コードの内容はキャラクタ・コード表を参照してください。 

 

ＥＳＣ ＳＩ 

〔名 称〕 横倍幅拡大解除 

〔コード〕 １ＢＨ  ０ＦＨ 

〔機 能〕 横倍幅拡大指定を解除します。 

ＤＣ４、ＥＳＣ Ｗ０、ＦＳ ＤＣ４ と同じです。 

 

ＥＳＣ ＳＯ 

〔名 称〕 横倍幅拡大指定 

〔コード〕 １ＢＨ  ０ＥＨ 

〔機 能〕 以後 受信した印字データを横倍幅拡大して印字します。 

ＳＯ、ＥＳＣ Ｗ１ と同じです。 

ＣＲ，ＬＦ，ＤＣ４，ＥＳＣ ＳＩ，ＥＳＣ Ｗ０，ＦＳ ＤＣ４ の入力により解除

されます。 

 

ＥＳＣ Ｗ 

〔名 称〕 横倍幅拡大指定／解除 

〔コード〕 １ＢＨ  ５７Ｈ 〈ｎ〉 

〔機 能〕 横倍拡大の指定、解除を行います。 

〈ｎ〉＝３０Ｈ または００Ｈ 横倍幅拡大を解除します。 

（ＤＣ４、ＥＳＣ ＳＩ、ＥＳＣ Ｗ０、ＦＳ ＤＣ４ と同じです） 

〈ｎ〉＝３１Ｈ または０１Ｈ 横倍幅拡大を指定します。 

（ＳＯ、ＥＳＣ ＳＯ、ＥＳＣ Ｗ１、ＦＳ ＳＯ と同じです） 
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ＥＳＣ ｌ 

〔名 称〕 印字位置移動 

〔コード〕 １ＢＨ  ６ＣＨ 〈ｎ〉 

〔機 能〕 次に印字する文字の位置を〈ｎ〉ドット位置で指定します。 

〈ｎ〉はヘッドのドット端からの位置を示し、 

１≦〈ｎ〉≦１３９ としてください。（範囲外は無視します。） 

２０ドットの位置から印字したい時には１４Ｈを入力します。 

中央付近での印字時に当制御コードを使用すれば、スペースコードを入力して桁の

移動をする必要はなく、また決まった位置に印字する時にも使用します。 

 

ＥＳＣ ｔ 

〔名 称〕 文字コードテーブル指定 

〔コード〕 １ＢＨ  ７４Ｈ 〈ｎ〉 

〔機 能〕 使用する文字コード表を指定します。 

〈ｎ〉は００Ｈ か０１Ｈ となります。 

００Ｈ の場合はページ０を指定 

０１Ｈ の場合はページ１を指定 

ページの変更を行った場合は、国際文字の設定がページ１の場合は日本、ページ０

の場合は標準となります。 

他の国別文字にする場合は新しく指定してください。 

電源投入時やイニシャル信号入力時はディップスイッチで選択されたページとなり

ます。 

 

ＥＳＣ ｗ  

〔名 称〕 縦倍幅拡大指定／解除 

〔コード〕 １ＢＨ  ７７Ｈ 〈ｎ〉 

〔機 能〕 縦倍幅拡大の指定、解除を行います。 

〈ｎ〉＝３０Ｈ または ００Ｈ 縦倍幅拡大を解除します。 

〈ｎ〉＝３１Ｈ または ０１Ｈ 縦倍幅拡大を指定します。 

ＥＳＣ Ｎと同じです。 
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ＦＳ ＤＣ４ 

〔名 称〕 横倍幅拡大解除 

〔コード〕 １ＣＨ  １４Ｈ 

〔機 能〕 横倍幅拡大指定を解除します。 

ＤＣ４、ＥＳＣ ＳＩ、ＥＳＣ Ｗ０ と同じです。 

 

ＦＳ ＳＯ 

〔名 称〕 横倍幅拡大指定 

〔コード〕 １ＣＨ  ０ＥＨ 

〔機 能〕 以後 受信した印字データを横倍幅拡大して印字します。 

ＳＯ、ＥＳＣ ＳＯ、ＥＳＣ Ｗ１ と同じです。 

ＣＲ，ＬＦ，ＤＣ４，ＥＳＣ ＳＩ，ＥＳＣ Ｗ０，ＦＳ ＤＣ４ の入力により解除

されます。 

 

ＦＳ Ｗ 

〔名 称〕 ４倍角指定／解除 

〔コード〕 １ＣＨ  ５７Ｈ 〈ｎ〉 

〔機 能〕 文字の４倍角印字の指定、解除を行います。 

〈ｎ〉＝３０Ｈ または ００Ｈ ４倍角印字を解除します。 

〈ｎ〉＝３１Ｈ または ０１Ｈ ４倍角印字を指定します。 
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III  

□ キャラクタ・コード表 

１．ページ１ 

 

    b7 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 

    b6 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 

    b5 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 

    b4 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 

b3 b2 b1 b0  0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F 

0 0 0 0 0   SP 0 @ P ‘ p ▁ ┴ SP ー タ ミ 円  

0 0 0 1 1   ! 1 A Q a q ▂ ┬ 。 ア チ ム 年  

0 0 1 0 2   ” 2 B R b r ▄ ┤ 「 イ ツ メ 月  

0 0 1 1 3   ＃ 3 C S c s ▃ ├ 」 ウ テ モ 日  

0 1 0 0 4  DC4 ＄ 4 D T d t ▅ ￣ 、 エ ト ヤ   

0 1 0 1 5   ％ 5 E U e u ▆ ─ ・ オ ナ ユ   

0 1 1 0 6   ＆ 6 F V f v ▇ │ ヲ カ ニ ヨ   

0 1 1 1 7   ’ 7 G W g w █ ▕ ァ キ ヌ ラ   

1 0 0 0 8  CAN （ 8 H X h x ▏ ┌ ィ ク ネ リ   

1 0 0 1 9   ） 9 I Y i y ▎ ┐ ゥ ケ ノ ル   

1 0 1 0 A LF  ＊ : J Z j z ▍ └ ｪ コ ハ レ   

1 0 1 1 B  ESC + ; K [ k { ▌ ┘ ォ サ ヒ ロ   

1 1 0 0 C  FS ， < L ¥ l ｜ ▋ ╭ ャ シ フ ワ   

1 1 0 1 D CR  － = M ] m } ▊ ╯ ュ ス ヘ ン   

1 1 1 0 E SO  ． > N ^ n ～ ▉ ╮ ョ セ ホ  ゙   

1 1 1 1 F   ／ ? O _ o SP ┼ ╰ ッ ソ マ  ゚   

 

SPはスペースを示します。 
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２．ページ０ 

 

    b7 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 

    b6 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 

    b5 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 

    b4 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 

b3 b2 b1 b0  0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F 

0 0 0 0 0   SP 0 @ P ‘ p Ç É á ░ └  α ≡ 

0 0 0 1 1   ! 1 A Q a q ü æ í ▒ ┴  β ± 

0 0 1 0 2   ” 2 B R b r é Æ ó ▓ ┬  Γ ≧ 

0 0 1 1 3 ♥  ＃ 3 C S c s â ô ú │ ├  π ≦ 

0 1 0 0 4 ♦ DC4 ＄ 4 D T d t ä ö ñ ┤ ─  Σ ⌠ 

0 1 0 1 5 ♣  ％ 5 E U e u à ò Ñ  ┼  σ ⌡ 

0 1 1 0 6 ♠  ＆ 6 F V f v á û a    μ ÷ 

0 1 1 1 7   ’ 7 G W g w ç ù o    τ ≈ 

1 0 0 0 8  CAN （ 8 H X h x ê ÿ ¿    Φ ° 

1 0 0 1 9   ） 9 I Y i y ë Ö    ┘ θ ・ 

1 0 1 0 A LF  ＊ : J Z j z è Ü ¬   ┌ Ω － 

1 0 1 1 B  ESC + ; K [ k { ï ¢ ½    δ √ 

1 1 0 0 C  FS ， < L ¥ l ｜ î £ ¼    ∞  n

1 1 0 1 D CR  － = M ] m } ì ¥ ¡    φ ² 

1 1 1 0 E SO  ． > N ^ n ～ Ä Pt «    ε ∎ 

1 1 1 1 F   ／ ? O _ o SP Â ƒ » ┐   ∩  

 

SPはスペースを示します。 
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３．国際文字 

1) ページ１の場合 

アドレス（キャラクタコード）００～９Ｆにおいて、国際文字該当アドレス以外の文字設定は 

ページ１と同一文字設定となり、アドレスＡ０～ＦＤＨ は空白となります。 

 

文 字 コ ー ド 

国 名 (HEX)23 24 40 5B 5C 5D 5E 60 7B 7C 7D 7E 

アメリカ ＃ ＄ ［ ＼ ］  ̂  ’ ｛ ｜ ｝ ～ 

フランス ＃ ＄ ° Ç §  ̂  ’ é ú è ː  

ドイツ ＃ ＄ Ä Ö Ü  ̂  ’ ä ö ü β 

イギリス ￡ ＄ ［ ＼ ］  ̂  ’ ｛ ｜ ｝ ～ 

デンマーク ＃ ＄ Æ Ø À  ̂  ’ æ ø á ～ 

スウェーデン ＃ ¤ Ä Ö À Ü  é ä ö à ü 

イタリア ＃ ＄ é ＼ é  ̂  ù â ó è ì 

スペイン Pt ＄ ¿ Ň ¿  ̂  ’ ː  ň ｝ ～ 

日 本 ＃ ＄ ［ ￥ ］  ̂  ’ ｛ ｜ ｝ ～ 

 

2) ページ０の場合 

国際文字該当アドレス以外の文字設定は、ページ０と同一文字設定となります。 

 

文 字 コ ー ド 

国 名 (HEX)9B 9D 9E 9F A6 A7 A9 AA AB AC AE AF 

標 準 ￠ ￥ Pt ƒ a o  ￢ ½ ¼ ≪ ≫ 

北 欧 ø Ø   õ Õ ã Ã ℓ ’n ³ ¤ 
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電源確認

1
AC DC
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MADE IN JAPAN
NADA ELECTRONICS,LTD.

DATA
Ｉ／Ｏ
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福　岡(営) 福岡市博多区博多駅南1丁目7-16　オーリン7号ビル
ＴＥＬ（092）471-8305　　ＦＡＸ（092）471-8355

〒812-0016

名古屋(営) 名古屋市名東区上社1-1304　北村第三ビル
ＴＥＬ（052）776-1921　　ＦＡＸ（052）775-6080

〒465-0025

東　京(営) 東京都港区浜松町2丁目7-15　三電舎ビル603号
ＴＥＬ（03）6381-5078　　ＦＡＸ（03）6381-5079

〒105-0013

本 社 神戸市東灘区本山南町1丁目4番43号
ＴＥＬ（078）413-1111　　ＦＡＸ（078）412-2222

〒658-0015
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